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業務における現地調査では、関係文献の収集と共に、調査地周辺の現地踏査を行い、調査地周辺の標高・

地形と共に、表層地盤情報を踏査によって確認する。現地踏査や地表踏査においては、収集した関係文献に

よる地質情報の確認が現地状況の把握を効果的とする場合が多いが、紙媒体では携帯性・閲覧性が低く、Ｗ

ｅb 情報では検索の効率に欠け、また、図面との現在位置の目視確認では正確性を保つことができない。そ

こで、Web GIS を利活用して、関係文献や図面等による地質情報を集約し、現地において、スマートフォ

ンやタブレット等の携帯端末で、現在位置の地質情報をリアルタイムに確認可能なシステムを構築した。 

1 概要 

1.1 地質・地形情報 

現段階では、次の地質・地形情報を掲載している。 

 地すべり地形データ（防災科学技術研究所） 

 地質図データ（産業技術総合研究所） 

 地理院地図（国土地理院） 

 グーグルマップ 

 グーグルサテライト 

 砂防基盤図 区画番号 

 LP データ 区画番号 

1.2 閲覧画面 

 GIS による現在位置の地質情報の閲覧画面につ

いて、右に例示する。 

2 今後について 

 今後は、現地調査で必要となる地質情報の情報量

の充実を図るとともに、現地調査での運用により、

閲覧性の向上を図る必要がある。 

 また、防災情報の掲載により、ハザードマップと

しての利用も期待できる。 
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